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為すことによって学ぶ海洋教育
校長 山下 聖和

５年生は，総合的な学習の時間で『か Heart-Warming Episode１
つお博士になろう』というテーマで年間 校内の側溝の蓋がはずれて，溝に落ち
を通して学習をします。枕崎の特産品で てしまいました。先日，それを見付けた
あるかつお節の作り方もこの学習で学び 校区内のＡさんが，木
ます。社会科では，水産業を学び，世界 材を使い蓋がずれない
とのつながりや環境問題などへの関心が ように補強をしてくだ
広がっていきます。この他，国語科や理 さいました。ありがと
科の学習も関連付けて学んでいくカリキ うございました。
ュラムを『海洋教育』として位置付けて
います。海洋教育を始めるに当たって， Heart-Warming Episode２
海や水産業に関する興味関心と共に，自 市内での強盗事件に加え，大雨による
分から進んで調べたいという意欲を高め 警報が出ている中，７月の第１週は様々
る必要があります。そこから生じる疑問 な対応に追われ，学校中が混乱しました。
や問題点を今後の探究活動を通して解決 学級ＰＴＡを中止し，少しでも早く子供
していくのです。 を保護者と共に帰すなど，子供の安全を
５月は，市内各所に見学に行きました。 第一に考えました。４日は休校措置をと
かつお公社で り，低学年は授業参観もできませんでし

は，かつおを使っ た。教員の各種研修会も延期や中止を余
た特産品の数々を 儀なくされるなど通常業務ができず，大
見ました。多くの 変な週でした。
特産品があること そうした中，ＰＴＡ会長を始めとした
を知らない子供も 四役の動きが速かったです。１日(月)に
いました。 臨時会を開き，学校の方針に基づき，緊
漁業協同組合では，かつお漁の仕方や 急門から出入場する送迎の車の交通整理

かつおの保存方法を学びました。巨大な を分担。２日(火)の朝から雨の中の交通
冷凍庫に入って，子供たちは，－50℃の 整理。３日(水)は，生活指導部も出動。
寒さを肌で感じ また，車の轍でえぐれていた部分を土嚢
ました。また， や砂利で補修。４日の休校を挟んで，５
かつおを使った 日(金)までご協力いただきました。校庭
料理をいろいろ は轍で荒れましたが，保護者の皆様の温
とごちそうにな かい対応で心穏やかになりました。
り，舌で直接味
わいました。 Heart-Warming Episode３
鹿児島水産高校では，施設の見学や特 ７日(日)のふるさと美化活動では，千

色ある教育活動について話を聴きました。 代田町の皆様が学校周りの除草作業をし
こうして子供たちは，実際の現場で五 てくださり，とてもありがたかったです。

感の刺激を通して体験していきます。こ 次回の12月１日は，子供たちもどんどん
のことで疑問の”芽”が生まれ，調べ学 参加させてください。子供たちに自分た
習が始まります。２学期は，子供たちの ちの地域を自分の手できれいにする参画
疑問を少しずつ解決しながら「かつお博 意識を育むことが大人の役割です。ふる
士」に近づいていきます。 さと美化活動は，郷土愛を育む好機です。
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８月の 保健
生活目標 目標

人権問題を解決するためには，私たち一

人一人が人権問題を正しく理解し，人権の 【最優秀賞】

意義や人権尊重の重要性について正しい認 ５年 西 菜々望

識をもつことが必要です。県ではこの期間

中，様々な啓発活動を展開します。この機 仲直り きのうのけんかも おはようで

会に様々な人権問題を自分自身の課題とし

て捉え，人権について考えてみましょう。 【優秀賞】

～様々な人権問題・課題（一部）～ １年 上原 翔

【女性】 ２年 俵積田 杏璃

○固定的な性別役割分担意識の存在 ３年 馬込 颯汰郎

○ＤＶ等の女性に対する暴力の社会問題化 ４年 鮫島 鳳

【子ども】 ６年 鮎川 真維

○児童虐待，いじめ，体罰等の存在
【優良賞】○インターネットの出会い系サイト等を介
１年 平岡 紬希した性的被害者等の社会問題化
２年 下山 凛果【高齢者】
４年 中山 眞子○高齢者に対する身体的・精神的な虐待の
５年 下木原 幸斗存在
６年 元脇 瑛太【障害者】

【佳作】
○障害や障害者に対する理解の不足

２年 榮村 乙葉
○雇用・就労の場の不足

３年 前田 杏菜
【外国人】

５年 新留 綾華
○言語が異なるため，日常生活に必要な情

報が得にくいこと

○異文化や外国人の人権に対する理解不足

「部落差別の解消の推進に関する法律」 ７月・８月の行事予定

部落差別のない社会を実現することを

目的として，平成２８年１２月に施行さ 【７月】
れました。 ２３日（火） 市水泳記録会
部落差別は許されないものであること ２４日（木） ＰＴＡ愛のﾊﾟﾄﾛｰﾙ(~26 日)

を認識し，部落差別を解消する必要性に ２７日（土） 市少年野球大会(~29 日)
ついて一人一人が理解を深めるよう努め 【８月】
ましょう。 １日（木） 出校日

３日（土） 港まつり前夜祭，合同補導

４日（日） 港まつり，合同補導
現在，各教室のエアコン設置工事が進ん 県吹奏楽コンクール

でいます。また，夏休み中には，１号棟と １８日（日） ＰＴＡ愛校作業
２号棟をつなぐ渡り廊下（体育館前）の架 ２１日（水） 出校日，挨拶運動(2-1)
け替え工事も行われることになっており， ２４日（土） ＰＴＡ親子体験活動
子供たちを取り巻く学校環境が着実に改善 ２７日（月） ＰＴＡ愛のﾊﾟﾄﾛｰﾙ(~30 日)
されていきます。有り難いですね。

安全に気をつけ
規則正しい生活をしよう

けがや病気に
気 を つ け よ う

入 賞 お め で と う ！

～ 市民あいさつ運動標語 ～

人権同和問題啓発強調月間
８月１日～８月３１日


